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１　はじめに
当事業団遺跡調査部では、福島県教育委員会より委託を受けて実施している文化財センター

整備業務において、出土品の収蔵・保管機能を有する福島県文化財センター白河館（以下、白

河館）へ出土品を移管するため、それらの整理・梱包作業を行っている。

石川郡玉川村宮ノ前 A 遺跡と、安達郡本宮町高木遺跡 9 区の両遺跡の整理・梱包に伴う確認

作業を通じて、赤彩土器の赤彩部分が剥落するケースが確認された。赤彩部分については今後

更に�落が進行する可能性があり、恒久的に残存するとは必ずしも言い難い状況であったこと

から、保存科学的観点から、顔料について蛍光X 線分析を実施し記録保存することとした。

白河館への移管を控えている両遺跡出土の資料の内、赤彩の施されている資料について、顔

料が『ベンガラ』であるか『水銀朱』であるか判別するため、蛍光 X 線分析を行ったので、そ

の結果を報告する。

２　遺跡の概要
宮ノ前 A 遺跡は、福島空港・あぶくま南道路（愛称：あぶくま高原道路）の延伸に伴い、平

成 13 年度に発掘調査・整理、翌 14 年度に報告書が刊行されている。遺跡は、石川郡玉川村大

字吉地内の谷地部にある。玉川村内には、他にも「宮ノ前」の名前の付いた遺跡が複数存在し、

今回紹介する遺跡は、大字吉地内に所在する。遺跡からは、北側の丘陵裾部上において建物跡

6 棟、溝跡9 条、井戸跡3 基、土坑3 基、焼土遺構3 基と、主に近世の遺構を確認した。その南

側の谷地部からは、平安時代と江戸時代の遺物が出土する包含層と、縄文時代後期中葉、加曽

利 B 式土器を主体とした遺物包含層を確認している。報告した赤彩土器片は、後者の縄文時代

の遺物包含層より出土した、縄文時代後期中葉頃の土瓶形を形作られた土器の注口部分と思わ

れる。注口部の表面には、鮮やかな朱色の顔料で、注口の上下面に各 1 条の線と、注口中央を

一周する線を描き、区画線風の模様を描いている（図1 － 1 ）。

次に、高木遺跡は、阿武隈川右岸築堤工事、「阿武隈川平成の大改修」に先立ち、平成 11・

12 年度の 2 年間にわたり発掘調査が実施され、飛鳥時代から平安時代の文化層を『上層』、縄

文時代の文化層を『下層』として、平成 14 年度までに報告書が刊行されている。遺跡は、安達

郡本宮町大字高木地内の自然堤防上にあり、遺跡のすぐ西側を阿武隈川が北流している。9 区

下層からは、住居跡 117 軒、土坑 235 基、焼土遺構 8 基、配石遺構 66 基、土器埋設遺構 91 基

など多くの遺構が確認されている。これらの遺構の所属時期は、大半が縄文時代中期後葉から

後期前葉に位置付けられる。117 軒もの住居跡の内、明らかに縄文時代中期後葉から末葉（大

木 9・10 式段階）に所属する住居跡は 62 軒を数える。今回報告する資料は、高木遺跡 9 区下層
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の住居跡、土坑、配石遺構そして縄文時代の遺物包含層から出土している（図1 － 2 ～ 12）。しか

しながら、今回報告する 11 点の資料以外の遺構（241 a 号住居跡、45 号土器埋設遺構、41・47

号配石遺構など）からも、赤色顔料の付着した土器や石器が確認・報告されている。今回の資

料はそれらの一部である。

３　分析について
試料は、表 1 に示す計 12 点で、全て縄文土器の破片資料である。実測図を図 1 に示す。分析

にかかる前に実体顕微鏡により赤色顔料の付着状況を確認した。

分析は遺跡調査部設置の X 線分析顕微鏡（堀場製作所製 XGT-2700）を使用した。これはエネ

ルギー分散型蛍光X 線分析装置の一種である。

蛍光 X 線分析は、文化財の分析の中でも、比較的容易に材質調査が行えるため広く利用され

ている。この方法は、資料に X 線を照射し、含有する各元素から発せられる二次 X 線（特性 X
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図 1 赤彩土器資料（縮尺 1/3 。数字は試料番号。トーン部は赤彩箇所を示す）
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線）を半導体検出器で捉えて、X 線のエネルギーとその強度をピークとして表すものである。

今回の分析では、2 種類の顔料を判別する指標となる鉄（Fe）と水銀（Hg）に注目して赤色

部分と胎土部分の定性分析を行い、両者のおおよその含有元素を測定し、比較検討のうえ顔料

の特定を試みた。

分析は、基本的に完全非破壊で行ったが、数点に限っては赤色部分を微少量（針先程度）採

取した。

分析装置：X 線分析顕微鏡（堀場製作所製XGT-2700）／ X 線管球の対陰極：ロジウム（Rh）／

検出器：半導体検出器／測定雰囲気：大気／管電圧：50kV／管電流：1 mA／定性分析範囲：直

径100μm／定性分析測定時間：300 秒（P 4）

４　結　　　果
観察及び分析の結果を表2 にまとめ、各試料のスペクトルを図2 にまとめる。
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試料 1 の赤色部分では水銀の顕著なピークが見られた（図 2）。赤色部分においては水銀と共

に鉄も検出されているが、それは胎土の影響を受けた結果と考えられる。本資料については

『水銀朱』が用いられていたものと考えられる。

一方、試料 2 以下 11 点では、顔料に由来する成分は全て鉄のみであり、水銀のピークは皆無

であった（図 2）。胎土との比較においてもその強度は著しく大きく、鉄が主成分となっている

ことを強く示唆する結果となった。

X 線回折等による結晶構造の解析や化合物状態の観察を行っていないため、断定はできない

が、鉄由来の赤色顔料、すなわち『ベンガラ』（酸化第二鉄：Fe2O3）と推測される。

尚、実体顕微鏡での観察によって黒色の付着物が観察された試料については、胎土と同様な

スペクトルを示すのみで特徴的なピークは認められなかった。

５　まとめ
いわゆる『赤彩土器』と呼ばれる赤く彩色が施された土器に用いられる赤色顔料には、鉄を

主成分とした酸化第二鉄（Fe2O3）による『ベンガラ』や水銀と硫黄の化合物である硫化水銀
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（HgS）から成る『水銀朱』（単に『朱』と呼ぶこともある）の 2 種類が考えられることが、こ

れまでの自然科学的研究によって明らかとなっている。

『水銀朱』は、「辰砂」と呼ばれる鉱物を砕いて精製・製造していたことが、また、『ベンガ

ラ』は鉄バクテリアが生成する生体鉱物や赤鉄鉱、褐鉄鉱等を加工するなどして得られていた

ことが明らかとなっている。

福島県内における赤彩土器の顔料分析に関する報告は、成瀬氏ら（註 1）により精力的に行われ

てきたが、その分析例は出土例に比べ格段に少ない。多くの報告書中では『赤彩土器』あるい

は『朱塗り土器』と記されるのみ（註2）で、顔料について具体的に示されることは少ない。

従来の調査では、東北地方或いは福島県浜通り地方では縄文時代後期は水銀朱が優勢的に使

用され（成瀬 1988）、縄文時代晩期中葉～弥生時代初頭にかけては『ベンガラ』が優勢的に使用

されていることが示唆されていた（成瀬1986）。

縄文時代後期中葉に属すると考えられる試料 1 の玉川村宮ノ前 A 遺跡から出土した注口部の

破片は、『水銀朱』が検出されたことから従来の所見を更に補強する結果となった。

試料 2 以下 11 点の本宮町高木遺跡 9 区出土の試料は、すべて『ベンガラ』と推測される顔料

が検出されている。縄文時代中期後葉～後期前葉の土器がその大半を占める高木遺跡において

は、赤色顔料として『ベンガラ』が使用されていた可能性を示唆する結果となった。

分析例が乏しいので、短絡的に結論を出すことはできないが、縄文時代中期後葉～後期初頭

（大木 9・10 式段階～綱取Ⅰ式より古い段階）は、『ベンガラ』が優勢的に使用されていたかも

しれない。

今回の調査では、赤彩が『水銀朱』及び『ベンガラ』により施されていることが確認された

のみで、土器への顔料塗布段階や塗布・固着の方法、顔料製造方法等についてははっきりして

いない。

今後も福島県内の赤彩土器に使用された顔料の調査を継続し、体系化し、当時の技術や流通

に関する多くの情報を引き出す一助になればと考えている。

註

� 例えば、成瀬正和「3 赤彩土器・漆塗土器」『いわき市埋蔵文化財調査報告第 33 冊　久世原・番匠地遺跡』福島県いわき市　福島県い

わき市教育委員会　1993 年

� 例えば、（安田他2003）、（芳賀他 2003）。

� 「2 遺跡の概要」、「4 結果」について遺跡調査部　阿部知己が加筆。
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芳賀英一他　2003年　『福島県文化財調査報告書第 407 集　福島空港・あぶくま南道路遺跡発掘調査報告 15 堂平 G 遺跡・宮ノ前 A 遺

跡・中下遺跡・池ノ上遺跡・兎田遺跡』福島県教育委員会　財団法人福島県文化振興事業団
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文化財データベースについて
－その 3 写真と文献データベースについて－

藤　谷　　　誠

１　はじめに
発掘調査によって記録として残された写真は、35㎜ フィルムと中判フィルム（主に 645）と

してアルバムに入れられ、更に特注の調湿ケースに入れて当館の収蔵庫に保管されている。平

成 7 年度からは、報告書掲載写真についてフォト CD によるデジタル化を進めており、現在約

40,000 件について写真データベースとして公開している。

また、本年度新規に開発した遺物写真データベースについても、撮影済みのデータ約 3,000

件を公開している。

当館及び当事業団遺跡調査部収蔵の文献についてもデータベース化を進めており、現在その

中でも当館収蔵の6,500 件について、データベースを公開している。

写真関係のデータは、一般の方に文化財についての理解を深めてもらうための効果的な資料と

なるもので、公開する効果は数値や文字関係のデータよりも大きいと思われる。また、文献デー

タについては、その閲覧を前提としており、研究や教育普及活動の手助けとなると思われる。

２　写真データベース（遺跡・遺構写真）
1 ）対象とした資料とデジタル化の方法
写真データベースでは、遺跡発掘調査で得られた各種フィルムの中で 35㎜ カラーリバーサル

フィルムを元データとしている。露出を替えて 3 コマを撮影しているため、一番露出が適正な

ものを選択している。

また、その基準は、報告書に掲載され公表されているカットとした。現地で撮影する写真コ

マ数は膨大で、デジタル化開始時には、その全てをデジタル化するのは不可能と思われたため、

このような基準を設定した。

デジタル化の方法は、コダック社のフォト CD システムを利用している。これは、平成 7 年

当時デジタル化の方法が最も安価であったためである。自前で市販のスキャナーから取り込む

には、解像度等の問題があり、プロ用のフォト CD システムには更に解像度が高いシステムも

あるが、費用の面から採用は見送られた。

2 ）表の構成
写真データベースの表は、1 つの表で、29 項目からなっている。（161 ページの表参照）プライ

マリキー（以下PK）は連番のフォトCD コードである。

他は大別すると遺跡や時期等内容の情報とディスク№やアルバム№などの収蔵情報及び外部

表と結合に利用される情報に分けることができる。



－　 －156

内容の情報には、検索の対象となっている遺跡名称や遺構コード、時代コードなどがあり、

これらを元に検索が行われる。

収蔵情報には、その被写体内容と合致するアルバム№や元のフォト CD ディスク№などがあ

り、その元フィルムやディスクを探す場合に利用することが可能である。

外部表に結合している項目は、遺跡コード・文献コード 2・調査台帳コードで、これを手が

かりにして、写真の元となる遺跡や調査情報を引き出すことができる。JPEG ファイル名は、元

表とリンクしている画像データのサーバー内での位置データで、これを読み込んで画面に表示

するシステムとなっている。

3 ）写真画像の仕様
フォトCD システムは、1 ／ 16 BASE（192 × 128 ピクセル）、1 ／ 4 BASE（384 × 256 ピクセ

ル）、BASE（768 × 512 ピクセル）、4 BASE（1536 × 1024 ピクセル）、16 BASE（3072 × 2048

ピクセル）の 5 つの解像度を持っている。写真データベースには、この中の 1 ／ 4 BASEの画像

を取り込んでいる。

フォト CD の写真画像は、そのままではWeb 上で読み込めないために、一度、フォト CD を

画像処理ソフトで開き、それを JPEG ファイル（高解像度 10）として再保存している。この時

トリミングやアンシャープマスク等の画像処理は行っていない。

4 ）画面について
写真データベースの検索は基本的に以下の4 画面からなっている。

検索入力画面　→　検索結果画面（表形式） →写真データベース詳細情報表示画面

→　検索結果画面（画像一覧形式）

検索条件は、被写体種別、

時期、掲載報告書名、遺跡

名の 4 つとした。被写体種

別は代表的な遺構の名称

を、時期は大分類をそれぞ

れ選択項目とした。

検索結果画面は、遺跡

名／被写体名の順で並べ替

えが行われ、表形式または

画像一覧形式で表示され

る。表示数は検索時に選択

可能である。

また、詳細表示画面からは、遺跡コードを利用して、遺跡データベースの画面にリンクする

ことが可能となっている。

文化財報告
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３　遺物写真データベース
1 ）作成に至る経緯と目的
遺物写真データベースについては、当初の文化財データベースの構想には入っておらず、平

成 14 年度に仕様の大枠を決め、平成 15 年度にプログラムを製作委託したシステムである。

遺物については、既に遺物データベースとして文字・数値及び実測図のデータを公開している。

しかし、内容的に詳細なもので専門家向けであることは否めなかった。

また、遺跡の発掘調査から報告書作成に至る作業の中で、遺物資料のカラー写真を撮影する

ことは一部巻頭カラー使用時以外にはなく、実情として遺物カラー写真データは記録としてほ

とんど残っていなかった。

そうした中、平成 13 年度末から雇用対策費用として資料の再整理予算がつき、再整理の人員

が確保された。

そこで、不足していた遺物写真について、新規に撮影を開始し、整理の済んだものから遺物

写真データベースとして公開することとした。

写真資料は、他の文字・数値資料と比較して、より明確で雄弁に遺物資料を物語ってくれる

と思われる。そこで、今回は特に一般の方を含んだ広い範囲を利用想定対象として、より解像

度の高い資料の提供を目指し、システム設計に取り組んだ。著作権の問題はあるものの、私的

な使用については特に問題とせず、積極的に利用してもらいたいと考えている。また、簡易な

図録や学習教材としての利用も想定している。

2 ）対象とした資料
当館に収蔵されている遺物資料は、公表したものだけでも 20 万件を上回り、破片資料も含め

た全てを写真撮影し、公開するのは現実的ではない。そこで、今回は完全な形のものとそれに

近いものを撮影対象とした。報告書掲載写真を元にして、そこからリストアップを行った。

3 ）デジタル化の方法と画像の仕様
デジタル化は、当館備品の一眼レフタイプのデジタルカメラ Nikon D 1 を利用して、撮影段

階から行った。撮影は当館写場を利用して、土器についてはストロボ 3 灯を利用して、石器に

ついてはデイライトタイプのタングステンライト 2 灯を利用して行った。撮影データは、高解

像度の出力用データは撮影データをそのまま利用し、画面表示用データとサムネイル画像はそ

の生成を画像処理ソフト上で行った。印刷出力用画像と画面表示用画像は高解像度 jpg、サムネ

イル用画像は一般解像度 jpg として、サーバーに保存している。各画像データの解像度は以下

となっている。

サムネイル用画像：100 × 66 ピクセル

画面表示用画像：600 × 394 ピクセル

印刷出力用画像：2000 × 1312 ピクセル
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4 ）表の構成
遺物写真データベースの元表は 1 つで 17 項目からなる。元表は遺物データベースで使用して

いる遺物基本表と土器数値表・石器数値表から生成した表で、遺物の時期や種別等数値以外の

属性項目、画像のリンク先の項目、数値の項目からなる。

PK は、遺物基本表と同じ遺物コードである。属性項目では、遺物の分類項目を検索するため

の遺物の種別コード、時期を検索するための時期コードが数値化されたコードである。

画像のリンク先の項目は、3 つの画像のサーバー内での位置を示しており、こちらの情報か

らリンク画像が表示またはダウンロードされる。

数値データは、対象となる資料のほどんどが土器及び石器であったために、土器については

口径、底径、器高、石器については長さ、幅、石質の数値を入力・検索項目としている。

5 ）画面について
検索以下の画面は、以下の3 画面で構成されている。

検索画面　→　検索結果画面　→　詳細情報画面（→高解像度遺物画像ダウンロード）

（→遺物データベース詳細情報表示画面）

検索画面は、遺物データ

ベースの検索画面を元にし

ながらも、それよりも検索

項目を簡素化してある。項

目は、種類、名称、時期、

出土遺跡及び数値系のデー

タの 4 つに大別される。数

値系のデータは土器と石器

の 2 種類のみを検索項目と

した。

検索結果画面は、画像

データベースとしての特

徴を出すために、文字による一覧表を廃して画像一覧のみを表示する仕様とした。表示する画

像数は、データベースを利用するユーザーの回線環境を意識して、20、50、100 の項目から選

択可能なものとしている。

詳細情報表示画面は、遺物名称と遺跡名及び画像のみの簡易な表示とし、リンクとして遺物

データベースの詳細情報表示画面と遺物写真の高解像度表ダウンロード項目を設置してある。

遺物の詳細な情報を更に知りたい場合には、遺物データベースへのリンクを辿ればわかるよう

になっている。

文化財報告
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４　文献データベース
1 ）構築の経緯と対象となる資料
文献データベースは、文化財データベースの構想段階から組み込まれていたものである。そ

の第 1 の構築目的は、収蔵されている文献の管理と検索であり、種類や書名から対象の文献が

実際に蔵書としてあるかを知ることが目的となっている。その対象は�福島県文化振興事業団

の遺跡調査部と白河館に収蔵されている文献である。構想当初は、調査機能と収蔵普及機能が2

施設に分離されることは念頭になかったので、旧�福島県文化センター遺跡調査課に収蔵され

ている文献から、順次入力を行った。しかし、その機能が分離したところから、資料の公開機

能をもっている白河館収蔵資料のみを先行公開することとした。

2 ）表の構成
文献データベースは、3 つの表から構成される。文献基本表は、文献 1 冊ごとのデータで、

文献の属性項目（種類・名称・著者・発行年）の他に管理的なデータであるラベル情報や収蔵

場所情報を付加したものである。PK は文献コード 1 として数値化されている。この表について

は、基本的に文献の受け入れ時の1 次登録データとなっている。

文献種別表は、同一文献のダブりを除いた 1 文献単位の表である。遺跡の調査データの表と

も外部結合しており、調査データから文献詳細を知る手がかりを得られる仕様となっている。

PK は文献コード 2 で、これが遺跡データ調査台帳表の外部キーとなっている。当初この表のビ

ューを検索の対象としたが、パフォーマンスの問題から次の文献検索表を新たに生成しその対

象とした。

文献検索表の内容は、文献種別表の項目の中から検索に必要な項目を抽出したものである。

PK はコード化しておらず、書名、編集機関、発行年を複合PK とした。

3 ）画面について
文献データベースの

検索目的が、文献の有

無であるため、以下の

簡易な 2 画面のみの構

成となっている。

検索画面

→　検索結果画面

検索画面の入力項目

は、種別、県名、文献

名、発行所、発行年の

5 項目とした。著者名

は入っていない。
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検索結果画面では、表示される項目は、文献名、発行所、発行年、収蔵場所の 4 項目となっ

ている。収蔵場所の表示は現在、白河館のみであるが、将来閲覧体制が整えば、福島の遺跡調

査部の文献データについても検索対象とすることが可能である。

4 ）報告書抄録との関係
現在、ほとんどの遺跡の発掘調査報告書には、文献と調査内容をカバーするものとして「報

告書抄録」が添付されている。これは、上段が文献のデータ・下段が発掘調査のデータで構成

されている。文化財データベースでは、編集機関と発行機関の住所以外のデータについては、

文献種別表、遺跡表、調査台帳表の 3 つの表から各項目を選別することによって、生成するこ

とが可能となっている。編集・発行機関については、そのコードによって県内分についてだけ

でも今後整備を進めたい。

５　おわりに
「研究紀要 2001」から 3 回にわたり、当館で公開している文化財データベースの報告を行っ

てきたが、最終回となる今回、実際に構築・運用するにあたって気づいた点について少しふれ

ておきたい。

まず、構築段階では、データ長の決定には特に留意する必要がある。設計当初想定したデー

タ長よりも実際にデータベース入力時には、入力データがそれよりも長くなることが多く、特

に、文献データベースでは最初に作成したデータ長を何度か変更した。データ長については、

設計時にかなり長めに取る必要があると思われる。

検索する対象とデータベースに入力されている実表の関係についても、設計時にさらに詰め

ておく必要が感じられた。遺物の検索は、当初表をまたいだ形を想定していたが、試験段階に

検索用の表を新たに生成した。データの正規化のみにとらわれず、検索を当初から想定して、

実表を作成した方がより効果的であろう。ビューについては、データ量が少ない場合は効果的

かもしれないが、データ量が 1 万件を超える今回の文献表の場合、検索スピードの問題で実表

を生成して対応することにした。

また、現在データ作成とシステムへの入力・運用を組織内の別な部門（データ作成：遺跡

調査部、入力・運用：白河館）で行っている。本来、作成された新鮮なデータはすぐにデータ

ベースに反映されるべきであるが、現況のシステムでは、データ作成とシステムへの入力ま

では 1 年以上のタイムラグが生じている。細かなデータ調整も含めて今後の課題である。

文化財報告
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データベースファイル規定書

テーブル名 フォトCD

システムテーブル名 SSN＿PHOTOCD

識別キー フォトCDコード

№ 列の内容 システム列名 データタイプ 制約 備考

1 フォトCDコード PHOTOCDCODE NUMBER NOT NULL PK

2 遺跡名 ISEKIMEI VARCHAR2（20）

3 遺跡コード ISEKICODE NUMBER FK

4 遺構コード IKOUCODE NUMBER

5 遺構名 IKOUMEI VARCHAR2（20）

6 カット名 KATTOMEI VARCHAR2（40） NOT NULL 写真内容

7 写真図版番号 SYASHINBANGOU VARCHAR2（10）

8 掲載ページ数 KEISAIPAGE NUMBER

9 フォトCDディスク№ PHOTOCDDISKNO NUMBER

10 フォトCD№ PHOTOCDNO NUMBER

11 35・白黒アルバム№ MONOARUBAMUNO VARCHAR2（8）

12 35・白黒カット№ MONOKATTONO VARCHAR2（8）

13 35・カラーアルバム№ COLORARUBAMUNO VARCHAR2（8）

14 35・カラーカット№ COLORKATTONO VARCHAR2（8）

15 中判白黒アルバム№ MMONOARUBAMUNO VARCHAR2（8） 645 ／ 67

16 中判白黒カット№ MMONOKATTONO VARCHAR2（8） 645 ／ 67

17 中判カラーアルバム№ MCOLORARUBAMUNO VARCHAR2（8） 645 ／ 67

18 中判カラーカット№ MCOLORKATTONO VARCHAR2（8） 645 ／ 67

19 大判アルバム№ LARUBAMUNO VARCHAR2（8） 4 × 5 以上

20 収蔵棚番号1 TANABANGOU1 VARCHAR2（40）

21 収蔵棚番号2 TANABANGOU2 VARCHAR2（40） 2 棚以上の場合

22 時代（上限） JIDAIUE VARCHAR2（20）

23 時代（下限） JIDAISHITA VARCHAR2（20）

24 時代コード1 JIDAICODE1 NUMBER

25 時代コード2 JIDAICODE2 NUMBER

26 文献コード2 BUNKENCODE2 NUMBER NOT NULL FK

27 報告書名 HOUKOKUSYOMEI VARCHAR2（40）

28 調査台帳コード CYOUSADAICYOUNO NUMBER NOT NULL FK

29 JPEGファイル名 JPGFNAME VARCHAR2（40） NOT NULL ファイル場所・名

30

31

32

33

34

35

36
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データベースファイル規定書

№ 列の内容 システム列名 データタイプ 制約 備考

1 遺物コード IBUTSUCODE NUMBER NOT NULL PK

2 遺物の種別コード SYUBETSUKODE NUMBER NOT NULL

3 遺物の名称 IBUTSUMEI VARCHAR2（30） NOT NULL

4 時期（上限） JIKIUE VARCHAR2（20）

5 時期（下限） JIKISHITA VARCHAR2（20）

6 時期コード（上限） JIKICODEUE NUMBER

7 時期コード（下限） JIKICODESHITA NUMBER

8 画面用写真コード GAMENSYASHINCODE VARCHAR2（50）

9 印刷用写真コード INSATSUSYASHINCODE VARCHAR2（50）

10 出力用写真コード SYUTSURYOKUSYASHINCODE VARCHAR2（50）

11 遺跡名 ISEKIMEI VARCHAR2（30） NOT NULL

12 土器＿口径 DO＿KOUKEI NUMBER 単位㎜

13 土器＿底径 DO＿TEIKEI NUMBER 単位㎜

14 土器＿器高 DO＿KIKOU NUMBER 単位㎜

15 石器＿長さ SE＿NAGASA NUMBER 単位㎜

16 石器＿最大幅 SE＿SAIDAIHABA NUMBER 単位㎜

17 石器＿石質 SE＿ISHISHITSU VARCHAR2（20）

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

テーブル名 遺物写真検索

システムテーブル名 IBT＿IBUTSUPHOTO

識別キー 遺物コード
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データベースファイル規定書

№ 列の内容 システム列名 データタイプ 制約 備考

1 文献コード1 BUNKENCODE1 NUMBER NOT NULL PK 1 冊ごとのコード

2 既存文献コード上段 KIZONCODEUE VARCHAR2（20） 既に使用の番号等

3 既存文献コード中段 KIZONCODENAKA VARCHAR2（20） 既に使用の番号等

4 既存文献コード下段 KIZONCODESHITA VARCHAR2（20） 既に使用の番号等

5 文献の種類 BUNKENSYURUI VARCHAR2（20）

6 文献種類コード BUNKENSYURUICODE NUMBER

7 県別コード KENBETSUCODE NUMBER 自治省のコード

8 県名 KENMEI VARCHAR2（10）

9 ふりがな KANA VARCHAR2（140）

10 書名 SYOMEI VARCHAR2（80） NOT NULL タイトル

11 副書名 FUKUSYOMEI VARCHAR2（120） 副タイトル

12 巻次 KAN NUMBER 巻・号数

13 シリーズ名 SHIRIIZUMEI VARCHAR2（40） タイトル

14 シリーズ番号 SHIRIIZUBANGOU NUMBER 巻・号数

15 編著者名 HENCYOSYAMEI VARCHAR2（40） 編集者氏名複数時列記

16 編集機関 HENSYUUKIKAN VARCHAR2（90） 発行機関・出版社

17 調査機関コード CYOUSAKIKANCODE VARCHAR2（12） 報告書のみ

18 発行年月日 HAKKOUNENGAPPI DATE

19 収蔵場所 SYUUZOUBASYO VARCHAR2（20） 収蔵場所名称

20 収蔵場所コード SYUUZOUBASYOCODE NUMBER

21 文献コード2 BUNKENCODE2 NUMBER ダブリを除いた文献

22 貸出コード KASHIDASHICODE NUMBER 1 で貸出中

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

テーブル名 文献基本

システムテーブル名 BKN＿BUNKENKIHON

識別キー 文献コード 1
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データベースファイル規定書

№ 列の内容 システム列名 データタイプ 制約 備考

1 文献コード2 BUNKENCODE 2 NUMBER NOT NULL PK ダブリを除いた文献

2 文献の種類 BUNKENSYURUI VARCHAR 2（20）

3 文献種類コード BUNKENSYURUICODE NUMBER

4 ふりがな KANA VARCHAR2（140）

5 県別コード KENBETSUCODE NUMBER 自治省のコード

6 県名 KENMEI VARCHAR 2（10）

7 書名 SYOMEI VARCHAR 2（80） NOT NULL タイトル

8 副書名 FUKUSYOMEI VARCHAR 2（120） 副タイトル

9 巻次 KAN NUMBER 巻・号数

10 シリーズ名 SHIRIIZUMEI VARCHAR 2（40） タイトル

11 シリーズ番号 SHIRIIZUBANGOU NUMBER 巻・号数

12 編著者名 HENCYOSYAMEI VARCHAR 2（40） 編集者氏名複数時列記

13 編集機関 HENSYUUKIKAN VARCHAR 2（90） 発行機関・出版社

14 調査機関コード CYOUSAKIKANCODE VARCHAR 2（12） 報告書のみ

15 発行年月日 HAKKOUNENGAPPI DATE

テーブル名 文献種別

システムテーブル名 BKN＿BUNKENSYUBETSU

識別キー 文献コード 2

データベースファイル規定書

№ 列の内容 システム列名 データタイプ 制約 備考

1 文献の種類 BUNKENSYURUI VARCHAR 2（20）

2 文献種類コード BUNKENSYURUICODE NUMBER

3 県名 KENMEI VARCHAR 2（10）

4 ふりがな KANA VARCHAR 2（140）

5 書名 SYOMEI VARCHAR 2（80） PK タイトル

6 副書名 FUKUSYOMEI VARCHAR 2（120） 副タイトル

7 巻次 KAN NUMBER 巻・号数

8 シリーズ名 SHIRIIZUMEI VARCHAR 2（80） タイトル

9 シリーズ番号 SHIRIIZUBANGOU NUMBER 巻・号数

10 編著者名 HENCYOSYAMEI VARCHAR 2（40） 編集者氏名複数時列記

11 編集機関 HENSYUUKIKAN VARCHAR 2（90） PK 発行機関・出版社

12 調査機関コード CYOUSAKIKANCODE VARCHAR 2（12） 報告書のみ

13 発行年月日 HAKKOUNENGAPPI DATE PK

14 収蔵場所 SYUUZOUBASYO VARCHAR 2（20）

テーブル名 文献検索用

システムテーブル名 BKN＿VIEW

識別キー 書名、編集機関




